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研究成果の概要（和文）：従来、磁気圏現象の合わせ鏡として扱われていた電離圏について、そのダイナミクス
を徹底的に整理し、結合系において生じる電離圏ダイナミクスが、磁気圏ダイナミクスに対して能動的に働く様
子を明らかにした。電離圏を出入りするAlfven波によるエネルギ－、運動量交換の形で整理したアルゴリズム
を、グローバルな太陽風－磁気圏－電離圏結合シミュレータに実装することにより、電離圏の分極過程、特に
Hall伝導度の非一様領域で生じるHall分極場は、電離圏対流を歪め、結果その過程に於いて生じたHall分極電場
とそれに付随する、電離圏から湧き上がる沿磁力線電流が、磁気圏イナミクスを修正していることが明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）：The ionosphere, which has traditionally been treated as a mirror image of 
magnetospheric phenomena, was thoroughly analyzed to elucidate how ionospheric dynamics actively 
influence magnetospheric dynamics in a coupled system. By implementing an algorithm that organizes 
the energy and momentum exchange through Alfven waves entering and exiting the ionosphere into a 
global solar wind-magnetosphere-ionosphere coupling simulator, it was revealed that the polarization
 processes in the ionosphere, particularly the Hall polarization fields arising in non-uniform 
regions of Hall conductivity, distort ionospheric convection. Consequently, the Hall polarization 
electric field generated in this process, along with the associated field-aligned currents emerging 
from the ionosphere, modifies magnetospheric dynamics.

研究分野： 宇宙空間科学

キーワード： 磁気圏電離圏結合　電離圏分極効果　電離圏能動的効果
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研究成果の学術的意義や社会的意義
地球磁気圏電離圏結合システムは、宇宙天気をコントロールする最も重要な要素の1つである。この系におい
て、従来電離圏は磁気圏の合わせ鏡として見做され、磁気圏ダイナミクスに対して能動的な役割を持つとは考え
てこられなかった。これに対して本研究は、まずPBIと呼ばれるオーロラ増光現象は、電離圏から磁気圏に向け
て湧き上がる自由エネルギーを利用して生じていることを観測的に確かめると同時に、計算機実験により、電離
圏で生じた分極効果が磁気圏ダイナミクスに影響を与えていることなど明らかにした。以上の様に、本研究は、
電離圏が磁気圏に対して動的効果を働きかけるということを明らかにしたという学術的にも重要な意義を持つ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
磁気圏で生じる諸現象は、太陽から放出される太陽風をエネルギー源としたプラズマダイナミ
クスにより引き起こされ、その変動は電離圏まで及ぶ。これまでの M-I 結合研究では、磁気圏
からの情報が磁力線に沿って一方的に電離圏に投影されるとされてきた（受動的電離圏の描像）。
例えば、磁気圏物理学の主要なデータ源である衛星観測は空間的に離散的であり、画像に捉えた
オーロラの時間空間発展を通じて現象の全体像を把握し、一点観測の衛星データと補完しなが
ら理解を深めるのが一般的である。2 次元の電離圏レーダー観測でも、捉えた電離圏プラズマ対
流を磁気圏プラズマ対流の 2 次元投影と見なし、そこから磁気圏を推定する方法が用いられて
いる。この方法論では、原動力は常に磁気圏にあり、M-I 結合から新たな磁気圏現象が生じる可
能性については考慮されていない。その理由は、磁気圏と電離圏の結合による現象において、両
者の寄与を区別し特定することの困難さと、「電離圏は磁気圏からの電磁エネルギーを消費する
領域であり、磁気圏には影響を与えない」という既定の解釈によるものである。しかし、この解
釈は仮説に過ぎず、実証されたわけではない。それに対し、我々は、電離圏が自らのダイナミク
スを基に磁気圏に影響を及ぼしているのではないかという理論を提唱し、近年の観測や数値実
験がこれを支持し始めており、従来の常識に疑問を投げかけてきた。我々はこの理論を様々な角
度から検証し、広めることで、M-I 研究を真の「M-I 結合」の研究へと進化させることが、学術
だけでなく宇宙利用の急速な発展においても重要であると考えている。この研究の中心的な問
いは、「電離圏には能動的な性質が存在するのか？」および「それによってどのような M-I 現象
が生じるのか？」という、M-I 結合研究の新たな定義を模索するものであった。 
 
 
２．研究の目的 

 
本研究は、磁気圏と電離圏の相互作用が及ぼす現象の中で、電離圏の能動的効果についての理

解を深めることを目的としている。これまでの M-I 結合研究では、磁気圏から電離圏へ情報が
一方的に投影されるという観点から進められてきた。しかし、本研究では電離圏が磁気圏に及ぼ
す能動的な影響を明らかにし、電離圏のダイナミクスが磁気圏にどのように作用しているのか
を探求する。具体的な研究目的は以下の通りである： 
 1. 電離圏の能動的な性質の確認： 電離圏がその独自のダイナミクスを基に磁気
圏にどのように影響を与えているかを解明し、電離圏の受動的なイメージを見直す。 
 2. M-I 現象の新たな理解の獲得： 電離圏の影響を受けて磁気圏で生じる新たな
現象についての理解を深め、従来の常識に挑戦する。 
 3. M-I 結合研究の進化： 観測および数値実験から得られた新たな知見を基に、
M-I 結合研究を真の意味での結合研究へと高め、宇宙利用の発展に寄与する知見を提供する。 
これらの目的を達成することで、M-I 結合に関する新たな理論的枠組みを構築し、太陽-地球シ
ステム科学における新たな展開を目指している。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では以下の研究課題 
「A: M-I 結合シミュレータによるグローバルな電離圏能動的役割の精査」 
「B: 人工衛星データによるオーロラの近接相互作用の検出」 
「C: プラズマダイナミクスの基本原理に遡った M-I 結合系の理論構築」 
を、随時遂行し、M-I 結合過程における電離圏能動プロセスを明らかにする視点からの研究を行
った。 
 
 
４．研究成果 
 
当初、３年計画で研究を遂行する予定であったが、コロナの影響により共同研究の進捗が遅れた
ため、計画を１年繰り越し、以下の成果を挙げることができた。 
 
・THEMIS 全点オーロラ画像データと地上磁場同時観測データにより、オーロラストリーマーが
オーロラアークに接近するに従い、伝導度勾配領域で励起される(と予想する)電離圏から湧き
上がる分極性 FAC を検出した。プラズマフローと、磁場変動の向きから予想される電磁エネルギ
ー流が、電離圏から磁気圏へと向かうことを確認し、磁気圏ダイナミクスを駆動しうることを観
測的に示すことができた。 



・数値実験により、電離圏対流と伝導度勾配域の相互作用により形成される２次的な電離圏対流
は、分極場を起源としていることが確認し、形成される電流系が作る磁場と分極電場が作り出す
電磁エネルギーは、電離圏側から磁気圏側に向かっていることを確認した。 
・ グローバル MHD シミュレータを、電離圏での伝導度勾配構造の有無のみをコントロールパラ
メーターとして、ダイナミクスの変化を追う実験を行った結果、Hall 分極場の形成が、磁気圏
でのダイナミクスに大きな影響を及ぼすこと確認することが出来た。 
以上の、結果は、MI-結合における分極場生成理論の下に整理され、統一的に解釈できること

を示した。 
これらの成果は、国内外の学会で速報として方向され、研究グループによる３編の論文として

執筆中であり、近いうちに公表される予定である 
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9
 １．著者名

10.1088/1742-6596/1768/1/012004

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Possibility of robust detrended fluctuation analysis as a method for identifying fractal
properties of geomagnetic time series

Journal of Physics: Conference Series 012004～012004

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Rifqi F N、Hamid N S A、Yoshikawa A 1768

 １．著者名



2021年

2021年

2021年

2021年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

10.1088/1755-1315/880/1/012010

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A statistical analysis of the relationship between Pc4 and Pc5 ULF waves, solar winds and
geomagnetic storms for predicting earthquake precursor signatures in low latitude regions

IOP Conference Series: Earth and Environmental Science 012010～012010

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Syed Zafar S N A、Umar Roslan、Sabri N H、Jusoh M H、Yoshikawa A、Abe S、Uozumi T 880

 １．著者名

10.1029/2021SW002831

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Empirical Modeling of Ionospheric Current Using Empirical Orthogonal Function Analysis and
Artificial Neural Network

Space Weather -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Owolabi Charles、Ruan Haibing、Yamazaki Yosuke、Li Jinfeng、Zhong Jiahao、Eyelade A. V.、
Priyadarshi Shishir、Yoshikawa Akimasa

19
 １．著者名

10.1186/s40623-021-01486-1

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
PSTEP: project for solar-terrestrial environment prediction

Earth, Planets and Space -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Kusano Kanya、Ichimoto Kiyoshi., and Yoshikawa Akimasa 他48名 73

 １．著者名

10.3390/universe7070248

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Identification of Fractal Properties in Geomagnetic Data of Southeast Asian Region during
Various Solar Activity Levels

Universe 248～248

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Rifqi Farhan Naufal、Hamid Nurul Shazana Abdul、Rabiu A. Babatunde、Yoshikawa Akimasa 7

 １．著者名



2021年

2021年

2021年

2021年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

10.1109/IconSpace53224.2021.9768693

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Preliminary Assessment of Seasonal Variations of Geomagnetic H Component at Langkawi in
Malaysia During Solar Minimum of Cycle 24

2021 7th International Conference on Space Science and Communication (IconSpace), Selangor,
Malaysia

118-122

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Hashim M. H、Jusoh M. H、Hamid N. S. A、Burhanudin K.、Radzi Z. M、Yoshikawa A.、Abd Latiff Z.
I.

-
 １．著者名

10.1109/IconSpace53224.2021.9768767

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Effect of Strong Solar Flare Events on the Geomagnetic Equatorial Region During Solar Cycle-24

2021 7th International Conference on Space Science and Communication (IconSpace), Selangor,
Malaysia

298-302

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Shah Raja Adibah Raja Halim、Abdul Hamid Nuurl Shazana、Yoshikawa Akimasa -

 １．著者名

10.1109/IconSpace53224.2021.9768740

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Observation on Geomagnetic Field from MAGDAS (PEN) and INTERMAGNET (DAL) Stations in Equatorial
Region

2021 7th International Conference on Space Science and Communication (IconSpace), Selangor,
Malaysia

16-21

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Selvakone S.、Md Yusoff S. H.、Mohamad Rizal N. A.、Zakaria N. A.、Yoshikawa A.、Uozumi T.、Abe
S.

-
 １．著者名

10.1088/1755-1315/880/1/012009

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Earth’s geomagnetic response to solar wind changes associated with solar events at low
latitude regions at the TRE MAGDAS Station

IOP Conference Series: Earth and Environmental Science 012009～012009

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Umar R、Zafar S N A Syed、Sabri N H、Jusoh M H、Yoshikawa A、Abe S、Uozumi T 880

 １．著者名



2021年

〔学会発表〕　計79件（うち招待講演　6件／うち国際学会　49件）

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Prof.Kamide Memorial Symposium（招待講演）（国際学会）

日本地球惑星科学連合2022年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2022年大会（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Yoshikawa A.

吉川顕正

吉川顕正

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

Current Status and Challengesin M-I Coupling Reserarch

Modeling of Magnetosphere-Ionosphere-Atmosphere System to Elucidate the Coupling Process in the Space-Earth Transition Regio

On the electron acceleration process as a carrier of field-aligned current and its energy conversion process in the Alfven
wavefront

10.1109/IconSpace53224.2021.9768744

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Preliminary Analysis of the Geomagnetically Induced Current at the Malaysian Power Network

2021 7th International Conference on Space Science and Communication (IconSpace), Selangor,
Malaysia

22-26

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Burhanudin Kharismi、Jusoh Mohamad Huzaimy、Farid Abidin Ahmad、Hidayat Muhamad Nabil、Helmy
Hashim Mohd、Abd Latiff Zatul Iffah、Yoshikawa Akimasa

-
 １．著者名



2022年

2022年

2022年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

地球電磁気・地球惑星圏学会第154 回総会・講演会

地球電磁気・地球惑星圏学会第152 回総会・講演会

日本地球惑星科学連合2022年大会（国際学会）

地球電磁気・地球惑星圏学会第152 回総会・講演会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

吉川顕正

中溝 葵, 吉川 顕正, 中田 裕之, 深沢 圭一郎, 田中 高史

Aoi Nakamizo, Akimasa Yoshikawa, Hiroyuki Nakata, Keiichiro Fukazawa,Takashi Tanaka

Aoi Nakamizo, Akimasa Yoshikawa, Hiroyuki Nakata, Keiichiro Fukazawa, Takashi Tanaka

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Evolution of electrostatic potential in magnetosphere-ionosphere system as simulated by global MHD model with Alfvenic-
coupling

Evolution of electrostatic potential in magnetosphere-ionospheric system as simulated by global MHD model with Alfvenic-
coupling

Evolution of M-I convection depending on the Alfven conductance as simulated by global MHD model with Alfvenic coupling

 １．発表者名

時空発展する3次元磁場ベクトル場記述のためのアフィン接続



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

地球電磁気・地球惑星圏学会第154 回総会・講演会

日本地球惑星科学連合2023年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2023年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2023年大会（国際学会）

Akimasa Yoshikawa

Akimasa Yoshikawa

Akimasa Yoshikawa

中溝 葵, 吉川 顕正, 中田 裕之, 深沢 圭一郎, 田中 高史

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

Ionospheric role in the development of the M-I convection system: generation of Alfvenic disturbances from the ionospheric
convection field deformed by conductance non-uniformity

Development of Affine connections to describe 3D evolving magnetic vector fields and its application to space physics

The Causality of Electromagnetic Channel Formation in the Ionosphere from Polar to Equatorial Regions

Development of Affine Connection for Describing Spatiotemporal Evolving 3D Magnetic Vector Fields and its applications

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名



2023年

2023年

2023年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

AGU Fall Meeting 2021（国際学会）

AGU Chapman Conference on Advances in Understanding Alfven Waves in the Sun and the Heliosphere（国際学会）

Akimasa Yoshikawa

Aoi Nakamizo, Akimasa Yoshikawa, Hiroyuki Nakata, Keiichiro Fukazawa,Takashi Tanaka

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
AGU Chapman Conference on Advances in Understanding Alfven Waves in the Sun and the Heliosphere（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

A. Yoshikawa, M. Yamamoto, Y. Ogawa, K. Shiokawa, K. Iwai, H. Hashiguchi, T. Yokoyama, S. Nozawa, Y. Ohtsuka, A. Shinbori,
Y. Tanaka, S. Abe

Higuchi Hayato and Yoshikawa Akimasa

 ３．学会等名

On the electron acceleration process as a carrier of field-aligned current and its energy conversion process in the Alfven
wavefront

Evolution of M-I convection depending on the Alfven conductance as simulated by global MHD model with Alfvenic coupling

Large-scale research project in Japan, "Study of coupling processes in the Solar-Terrestrial system”

Electron acceleration mechanism in" ionospheric polarized Poleward Boundary Intensification": A new validation with 3-
dimensional fluid electron acceleration simulators

 ３．学会等名

AOSWA 2023 meeting（招待講演）（国際学会）



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

AGU Fall Meeting 2021（国際学会）

AGU Fall Meeting 2021（国際学会）

AGU Fall Meeting 2021（国際学会）

AOGS Annual Meeting 2021（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Fujimoto A., Yoshikawa A., Ranasinghe Manjula, Jayaratne and Chandana

M.Hayashi, A.Yoshikawa, A.Fujimoto , S.Ohtani

M.Hayashi, A.Yoshikawa, A.Fujimoto, S.Ohtani

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Characteristics of dusk-side IHFAC polarity during storm and quiet time

Research on the Poler to Mid- latitude Ionospheric Response During Substorm based on mid-latitude electric field and global
magnetic field observations

Research for formation of global current system during substorm through observation of ionospheric response at mid-
latitudinal region

Principal Component Analysis for Extracting Variations due to Sq Current and Atmospheric Tides from Magnetic Field Data

 １．発表者名
Takayama Kumi and Yoshikawa Akimasa



2021年

2021年

2021年

2021年

AOGS Annual Meeting 2021（国際学会）

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

5th Asia-Pacific Conference on Plasma Physics（招待講演）（国際学会）

JpGU Meeting 2021（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Yoshikawa A.

 ２．発表標題

Takayama Kumi, Yoshikawa Akimasa, and Miyoshi Yasunobu

Yasunaga Akihiro, Fujimoto Akiko, Yoshikawa Akimasa

Yoshikawa A.

AOGS Annual Meeting 2021（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Modeling of magnetosphere-ionosphere-atmosphere system for investigation of coupling process in the space-terrestrial
transition region

Quasi-6-Day Wave Effect on Electric Conductivity, Electric field, and Current with GAIA model

Research on the unique olar Flare Effect (SFE*) at the dip equator around local noon

Integrated Study on magnetosphere-ionosphere-atmosphere system for investigation of coupling process in the space-
terrestrial region

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU Meeting 2021（国際学会）

JpGU Meeting 2021（国際学会）

Kirolosse Mina Girgis, Tohru Hada, Shuichi Matsukiyo, Akimasa Yoshikawa

Higuchi, H. and A. Yoshikawa

Hayashi M., A.Yoshikawa, A.Fujimoto and  S. Ohtani

Yasunaga Akihiro、Fujimoto Akiko and Yoshikawa Akimasa

JpGU Meeting 2021（国際学会）

JpGU Meeting 2021（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Numerical Proton Flux Response in South Atlantic Anomaly during Geomagnetic Storm

Exploring the Electron Acceleration Mechanism in the Poleward Boundary Intensification

Investigation of the mid- latitude ionospheric response during substorm based on magnetic and electric field observations

Study on the Solar Flare Effect (SFE*) of equatorial electrojet around local noon

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

12th Symposium on Polar Science（国際学会）

12th Symposium on Polar Science（国際学会）

地球電磁気・地球惑星圏学会(SGEPSS) 第 150 回総会・講演会

地球電磁気・地球惑星圏学会(SGEPSS) 第 150 回総会・講演会

Aoi Onaka, Hideaki Kawano, Teiji Uozumi, Shuji Abe, and Akimasa Yoshikawa

林萌英, 吉川顕正, 藤本 晶子, S.Ohtani

高山久美, 吉川顕正, 三好勉信

Yuta Yamatani, Hideaki Kawano, and Akimasa Yoshikawa

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Dependence of magnetospheric plasma density profile on solar and magnetic activity in the Japanese meridian plane

磁場・電界観測に基づく極域・中緯度電離 圏の応答の解明

主成分分析による地上磁場データの成分分離

Characteristics of wave in the plasmasphere during global-mode wave events: Analysis of data from ground magnetometers at
middle and low latitudes

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

地球電磁気・地球惑星圏学会(SGEPSS) 第 150 回総会・講演会

地球電磁気・地球惑星圏学会(SGEPSS) 第 150 回総会・講演会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

伊集院拓也, 吉川顕正

 ２．発表標題

安永朗宏, 藤本晶子, 吉川顕正

樋口颯人, 吉川顕正

中村典, 吉川顕正

地球電磁気・地球惑星圏学会(SGEPSS) 第 150 回総会・講演会

地球電磁気・地球惑星圏学会(SGEPSS) 第 150 回総会・講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

3次元全球電離圏静電ポテンシャルソルバーの開発

磁気赤道域における特異的な太陽フレア効果(SFE*) の発生要因の探究

電離圏分極型 PBI における電子加速メカニズム:3 次元流体的電 子加速シミュレータから得られる新機構

磁気圏多点衛星観測時代に向けたデータ解析手法の開発

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

地球電磁気・地球惑星圏学会(SGEPSS) 第 150 回総会・講演会

JpGU Meeting 2021（国際学会）

森澤将, 吉川顕正, 大谷晋一

伊集院拓也, 吉川顕正

森澤将、吉川顕正、大谷晋一

中溝 葵, 吉川 顕正, 中田 裕之, 深沢 圭一郎, 田中 高史

JpGU Meeting 2021（国際学会）

JpGU Meeting 2021（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

夜側オーロラオーバルの極側境界で発生するオーロラ 増光現象における電離圏分極の数値解析

IGRFモデルを用いた3次元全球電離圏静電ポテンシャルソルバーの開発

夜側オーロラオーバルの極側境界で起こるオーロラ増光 現象の発生過程における電離圏分極の数値解析

Development of a new M-I coupling algorithm in global MHD magnetosphere simulation: Alfvenic- Coupling

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU Meeting 2021（国際学会）

JpGU Meeting 2021（国際学会）

JpGU Meeting 2021（国際学会）

JpGU Meeting 2021（国際学会）

ラナシンハ マンジュラ, 藤本 晶子, 吉川 顕正, ジャヤラトナ チャンダ

塩川 和夫, 三好 由純, 吉川 顕正、中村 卓司

吉川 顕正、橋本 翼、中溝 葵、大谷 晋一

阿部 修司, 藤本 晶子, 吉川 顕

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Seasonal dependence of dusk-side equatorial IHFACs polarity during solar cycle 23- 24

太陽地球系物理学科学委員会 (SCOSTEP)の活動と展望:学術会議を通した国際活動の推進

Development of a novel method for extracting the geometrical properties of the magnetic vector fields towards the era of
multi-point satellite observations
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